
⾹川県 調味料製造業

担当

現状 2⼈ 2⼈ 2⼈ -

5年前 2⼈ 2⼈ 2⼈ -

設備・機械担当⼈数
設備・機械担当者計

[メンテを含む]
設備・機械メンテ

担当者
機械・設備導⼊・

整備選任
その他

-

製造⼯程における
設備・機械対応⽐率

製造⼯程
[原材料投⼊から製品完成まで]

設備・機械対応⽐率
うち、設備・機械対応

約20⼯程 3⼯程 15.0%

コスト構造 構成⽐
原材料費 ⼈件費 減価償却費 その他

⾮公表 ⾮公表 ⾮公表 ⾮公表

⽣産量／稼働時間
⽣産量 ⼯場稼働時間

20t／⽇ 8時間／⽇

210名名 50名名 35.0%% 15.0%% 50.0%%

■⽣産関連の状況

■従業者の状況
従業者数 従業者の部⾨別構成⽐

正社員・契約社員 パート・アルバイト 製造部⾨ 間接部⾨ その他

効率化  前⼯程, 後⼯程, 機械・ロボット

調味料製造業 ⾹川県

sk045

業種・⾷品種類  調味料 売上規模  30〜50億円未満

効率化⼯程  受注・⽣産, ⽣産⼯程, 梱包・運搬, 事務管理

製販分業していた2社の機能を統合し、経営の合理化を実現。さらに受注〜発送業務のシステム化を進
め、合理化･効率化を実現
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⾹川県 調味料製造業

OEM委託で設備投資リスクを回避しつつ、新製品を発売して販売拡⼤

︕⽣産性向上におけるPoint

製造会社と販売会社を統合し、営業部⾨や管理部⾨を⼀本化

 事業発展に向け、製販分業していた2社の機能を統合し、経営の合理化を実現

 OEM委託で設備投資リスクを回避しつつ、新製品を発売して販売拡⼤

 受注〜発送業務を根本から⾒直し、システム化を進め、合理化･効率化を実現

 社員の改善活動や合理化･効率化のプロジェクトが会社の⽂化として浸透しており、⽇常的に⽣産性向上
の取組を実施

⽣活者の購買⾏動の変化･調理機会が減少する中、⽣活者の求めるものをしっかりと形にし、事業を発展するた
めに、これまで製造会社と販売会社の2社に分けていた機能の統合を実施した。
統合前は双⽅にあった管理部⾨と営業部⾨だが、統合によって情報共有のスピードが上がり、業務の重複や無
駄を省くことができ、スリム化･効率化が実現できた。
また、販売部⾨・開発部⾨・製造部⾨・管理部⾨の拠点を⼀ヶ所に集約したことで、コミュニケーションが円
滑になり、別部⾨への社員の関⼼･理解も⾼まった。
なお、これまで2ヶ所の⼯場が独⽴して運営されていたが、数年前から垣根を越えて定期的に⼈材をローテー
ションするなどの改善にも取り組んでいる。

醤油・調味料メーカーである同社は、液体調味料の製造設備のみを保有しているが、新規事業については、製
造委託を通じて売上拡⼤と効率化を両⽴している。
料理をあまりしない⼈にも販売機会を広げるため、調味料以外の形態の製品を検討し、2024年、同社の醤油を
使⽤したレトルトパウチ⼊り惣菜を発売した。製造を他社に委託することで、設備投資に伴うリスクを回避し
つつ、製造体制の効率化を図った。
レトルト惣菜は簡便性が評価され、順調に販売額を伸ばしている。2024年度の売上⾼は9,000万円を⾒込んで
おり、2030年までに同社の販売額の1割程度を占める4億円規模の達成を⽬指している。また、これまで液体
調味料のみを販売していたが、レトルト惣菜の発売により商品提案の幅を広げることができた。⼀⽅、⾃社製
造ではないため、低い粗利率やロット数、リードタイムが課題となることから、出荷予測の精度向上や、委託
先を増やして競争を促進することも検討していくこととしている。
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受注〜発送業務を根本から⾒直し、システム化を進め、合理化･効率化を実現。
社員の改善活動や合理化･効率化のプロジェクトが会社の⽂化として浸透しており、
⽣産性向上の取組を実施

同社は、全社員に年間2件の業務改善提案を課しているが、優れた改善案に対しては表彰する制度を設けてお
り、⼩さな改善から何百万円ものコスト削減を実現するような提案まで、多様な提案が⾏われている。直近で
は、通販の受注から出荷までの処理を、システム導⼊により従来の7⼯程から4⼯程に削減したことで、受注〜
出荷の作業時間の短縮と⼈件費を削減した。
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